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令和２年度 前期終業式
昨年度から続いた臨時休業期間が約３ヶ月あり、前期は５月２１日
からの段階的な学校再開となりました。学校再開後は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のための対策を徹底しつつ、学習の遅れを取り戻
すために行事の中止・縮小や夏休み短縮などを行ってきました。
子どもたちは、酷暑の中でのマスクの着用や人と人との距離を保っての学習活動、
人との交流の制限などのなか、一人一人がよく頑張ったと思います。学校において、
子どもの学びを保障することは当然大事ですが、今の学年は一度きりです。子ども
が楽しく、安心できる教育活動を充実させていくことも、学校の大事な責務だと考
えます。
保護者の皆様には、子どもの健康管理、福島スポーツフェスティバルなどの教育
活動において多大なるご支援、ご協力をいただき、本当にありがとうございました。

福島スポーツフェスティバル
本年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、従来どおりの
運動会ではなく、体育学習の発表の場として「福島スポーツフェスティ
バル」を行いました。保護者やご家族の皆様には、コロナ対応のため受付時に検温
をお願いしたり、保護者テントがなかったりとご不便をおかけしましたが、ご理解、
ご支援をいただき、誠にありがとうございました。
教職員一同、子どもたちの素晴らしい笑顔や協力して頑張っている姿などにふれ
ることができ、とても嬉しく思いました。後期も、子どもたちの主体的な姿や素晴
らしい笑顔を見ることができるよう教育活動を行っていきたいと思います。どうぞ、
よろしくお願いします。

【当日に向けた高学年の主体的な姿】

感染防止の取組

受付時の検温、手指
の消毒、マスクの着
用、名簿の提出など、
ご協力ありがとうご
ざいました。

【１年「OLA!!~きみにあえてよかった~」】 【２年「どどどどドラえもん」】

【３年「ランナー２０２０」】 【４年「ナイスキャッチ！」】

【５・６年 白組「福島応援フェスティバル」】 【５・６年 赤組「福島応援フェスティバル」】

子どもたちを見守り、支援していただく皆様
本校に出向いていただき、末長く子どもたちをいろんな面から見守り、育んでいた

だいています。地域の皆様、本当にありがとうございます。

○読書ボランティア「ブックメイト」
本年度は、新型コロナウイルスの感染状況により、９月

からフェイスシールドなどの対策をして、読み聞かせを行
っていただいています。月に２回、８時２５分から３５分
まで、朝の活動の１０分間、子どもたちは目を輝かせなが
らお話を聞き、本に親しむことができています。

○福島小アンビシャス広場
地域の皆さんのご協力により、福島小学校アンビシャス
広場を設けていただいています。読書活動や折り紙・工作
教室、英会話教室、音楽教室などいろんな楽しい活動が企
画されています。十数名の子どもたちが参加していて、楽
しい時間を過ごしています。


